<Research Notes>Syncretism of Colour Symbols in “Naxi” Nationality, China by 吉川 文子 & Yoshikawa Fumiko
＜研究ノート＞納西文化の色彩における重層性
著者 吉川 文子




その他のタイトル <Research Notes>Syncretism of Colour Symbols







































































































































































































































































































































































































































































???????〔 〕 ???????? ??
麗江
??
?，
???ェ??
フ
々ブ
????
東部の地図トツべチ3表図
22
　　よって，白い仏教の教義，白い人の流儀，白
　　い葬儀，〔つまり，〕白い仏教に依らねばなら
　　ない。……略……位階は鋭い角，体は威厳あっ
　　て善し，そのよう’な野ヤクが，〔この〕黒い
　　葬儀の魔の案内をするであろうか。悪鬼の悪
　　しき法のもろもろは，悪しき法にふさわしく
　　捨てよ。体の垢のように洗い浄めて，仏の自
　　い法の教義のうちで，吉祥のますます善き
　　〔法〕に依って，悪しきものを思うな。13
　ここにはキャルポンの生賛による従来の信仰に
依るべきではないこと指摘し，仏教の教義を勧め
る内容がのべられている。この仏教の勢力によっ
て，納西族の間においても全く同じような転換が
あったとしても容易に理解出来ることであろう。
　　　　　3．納西文化の童層性
　納西族は一般的に白を崇拝していると言われて
いる。しかし，納西族が昔から白を崇拝してきた
という証拠は挙げられていない。納西族の研究は
東巴経から始まり，東巴経が全てであると言って
も過言ではあるまい。多くの研究者が納西族は白
を崇拝していると述’べてきたこともここにある。
確かに東巴経では黒よりも白の方が優位に置かれ
ているかもしれない。しかし私は，納西族は白で
はなく黒の文化を持っていたと考えている。その
理由を挙げてきたが，私は納西文化には三つの段
階が存在していたと考える。
第1段階：原生文化。納西族も周辺の民族と同じ
　　ように，黒を崇拝していた。黒を崇拝するドゥ
　　ルポン・キャルポンとは言わないまでも，そ
　　れによく似た巫儀を行う原始宗教を信仰して
　　いたと思われる。7～8世紀になるとチベッ
　　トのドゥルポン・キャルポンは仏教におさ
　　れ，麗江などの周辺の地にボン教徒が逃げ，
　　土着の原始宗教を融合した。これが東巴教の
　　土台となったのである。
第2段階：仏教文化の導入。7～8世紀以後，麗
　　江の地にも仏教の勢力が広がり，黒の文化を
　　飲み込んでいった。東巴経の書かれた時代は
　　11世紀中頃と言われ，納西族は麗江を中心と
　　し，発展を見せた時期にある。東巴教の始祖
　　阿明什羅は，チベット仏教を深く学んだ人物
　　と見られ，そのような状況に成立した東巴経
　　自体，チベットのかなり■高度な知識レベルの
　　もとに生み出された物であれと言える。彼が
　　民衆文化を収集して作った東巴教は，高度な
　　レベルを下げることによって，一般の人々が
　　容易に理解できるように製作されたに違いな
　　い。チベット仏教的な高度な思想体系を分か
　　りやすく作り直す必要性があった。文字を知
　　らない人のために分かりやすい象形文字を使
　　用し，複雑な思想を民間の神話・伝説・伝承
　　に結び付けることで，人々に親しみやすいも
　　のにしたのであった。
　　　こうして確立した東巴経には，仏教的に白
　　を崇拝する思想が全面的に押し出され，白の
　　優位が東巴教の普及を通して民間に浸透した
　　と考える。第一の転換期は白庚勝氏の言うよ
　　うに，白の優位が最も強く表現されている
　　＜黒白戦争＞の書かれた時だったのではなな
　　いだろうか。そして第二の転換期であるユ3世
　　紀，チベット仏教が勢いを増したモンゴルの
　　支配下に，納西族は白の優位が確立したと考
　　える。
第3段階．漢文化の導入。14世紀，納西族は明と
　　結びつきが深まって’いく中で，漢族の道教・
　　陰陽五行等も取り入れた。陰陽五行は「精威
　　五行」14として東巴経にも記されている。こ
　　の時点において，今までのコスモロジーが現
　　在のものに変化したと見られる。例えば，＜盤
　　珠沙美女神＞の中で「人間はお経に従って
　　真っ黒な羊の皮を剥ぎ，カエルの形に合わせ
　　て裁断し羊の皮を作った。………五方をずら
　　して斜めにかけたところ，全く新しい秩序が
　　生まれ，万物が全て順調に進むようになっ
　　た。」15とある。これは，陰陽五行説が納西族
　　に入ったことで，納西族の世界観・世界の秩
　序が変化したことを意味している。また民間
　　伝承の歌にも，五行を知ることによってこの
　　世の秩序が定まったとある。
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　東巴経には他にも転換期と思われる部分あるの
であろうが，東巴経の翻訳がまだ終わっていない
ので，今後納西族のカラーシンボリズムやコスモ
ロジーが転換した痕跡が発見されることを期待し
ている。
　　　　　　　　5．考　　察
　では，あれほどにも勢いのあった「白」が優位
の仏教の流れに飲み込まれず，何故，納西族の「優
輌」の黒い羊の皮，そして「黒い人」＝「納西」
という自称名が残ったのか。それはドゥルポンが
そうであったように，納西族の従来持っていた原
始宗教が邪悪な魔を鎮め家庭の幸福を願うもので
あり，生活の中に生きる宗教であったからである。
その黒を崇拝する思想と，黒い羊やヤク・馬を生
賛にする儀礼，また羊も人々にとって非常に大切
なものであったことから，黒い羊の皮を被り魔か
ら身を守ったのかもしれない。その名残が現在の
民族衣装の「優輌」と「納西」という民族名に現
れているのである。つまり，黒を崇拝する宗教が
非常に民衆レベル的性格を持っていたからなので
ある。
　一方，生まれ変わってできた東巴教は非常にレ
ベルの高い宗教であった。そして一時は政治を左
右するほどにも勢力をふるったが，民衆文化はそ
う簡単に衰退するものではなかった。納西族の
人々の間にすっかり根を下ろしていた黒の文化
が，民族衣装の「優輌」と「納西」という自称名
に残り，現在においてもかつての文化を語り伝え
ているのである。
　今回筆者は文献による研究を行い，納西文化の
重層性を述べてきた。その結果はっきり言えるこ
とは，納西族の本当の研究を行うなら，納西族の
民衆文化を調査すべきだということである。今ま
での納西族研究は東巴経が全てだったと言えるほ
ど，東巴経に目が向けられてきたが，東巴の激減
した今日では研究の方向を修正する必要があるで
あろう。恐らく民俗調査をもっと行ったなら，東
巴教とは異なる納西族の民衆文化が浮かび上がっ
てくるのではなかろうか。
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